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下のわくで囲んだ2, 9, 16は、2 9 16 27、+ + =

























































































文字式 ○ 25名(28.4) 33名(33.6)
× 28名(31.8) 16名(16.3)
表や ○ 15名(17.1) 38名(38.8)
試行錯誤 × 14名(15.9) 11名(11.2)


































































式計算 95.0 75.0(78.9) 57.1(60.1)
方程式 97.0 79.5(81.9) 59.3(61.1)
式の値 100.0 91.0(91.0) 74.3(74.3)
表現 78.0 41.1(52.7) 32.9(42.8)


















表３ 調査問題 ２（論 証）A-
２年生(％) ３年生(％)
文字式 ○ 20名(22.7) 25名(25.5)
△ 10名(11.4) 8名( 8.2)






























































式計算 96.3 81.0(84.1) 60.6(62.9)
式の値 100.0 92.9(92.9) 78.7(78.7)
表現 82.5 64.3(77.9) 47.9(58.1)


















調査問題Ａ １、Ａ ２においてどのような- -
「 」 、よさ を指摘できたかどうかをまとめると
表５、６のようになる。
表５ 文字式の「よさ」の指摘 ２年
一般性 形式性 構造性 人数 ％
① ○ ○ ○ １１ 12.5
② ○ ○ なし ３ 3.4
③ ○ なし ○ ０ 0.0
④ ○ なし なし ０ 0.0
⑤ なし ○ ○ １４ 15.9
⑥ なし ○ なし １８ 20.5
⑦ なし なし ○ ６ 6.8
⑧ なし なし なし ２０ 22.7
⑨ 文字を全く使用せず １３ 14.8
○：指摘あり
表６ 文字式の「よさ」の指摘 ３年
一般性 形式性 構造性 人数 ％
① ○ ○ ○ ６ 6.1
② ○ ○ なし ６ 6.1
③ ○ なし ○ ２ 2.0
④ ○ なし なし ３ 3.1
⑤ なし ○ ○ １１ 11.2
⑥ なし ○ なし １９ 19.4
⑦ なし なし ○ ７ 7.1
⑧ なし なし なし １７ 17.3





(42.9 ) 構造性 の指摘は２年生の31名(3% 、「 」


































段 階 ０ Ⅰ Ⅱ Ⅲ
人 数 １３ ２０ ３８ １４
％ 15.9 21.6 44.3 18.2
論 文字○ ０ ４ １５ １２
正解率 (0.0) (20.0) (39.5) (85.7)
証 文字× ０ ８ ２０ ２
その他 １３ ８ ３ ０
方 文字○ ０ ４ １７ １１
程 正解率 (0.0) (20.0) (44.7) (78.6)
式 文字× ０ １１ ２０ １
その他 １３ ５ １ ２
表８ 文字式の「よさ」の認識の分布 ３年
段 階 ０ Ⅰ Ⅱ Ⅲ
人 数 ２５ １７ ３７ １７
％ 25.5 17.3 37.8 17.3
論 文字○ ０ １ １７ １３
正解率 (0.0) ( 5.9) (45.9) (76.5)
証 文字× ０ １０ １６ ４
その他 ２５ ６ ４ ０
方 文字○ ０ ２ ２４ １４
程 正解率 (0.0) (11.8) (64.9) (82.4)
式 文字× ０ １１ ６ ２
その他 ２５ ４ ７ １





は11名(78.6 )と14名(82.4 )いた。どちら% %
も正答率は高い。段階Ⅱの生徒は、２年生で
、 、38名(44.3 ) ３年生で37名(37.8 )いるが% %





、 、20名(21.6 ) ３年生で17名(17.3 )いるが% %

































段階 ０ Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ｎ １３ ２０ ３８ １４
計算 49.2 70.5 86.3 95.7Mean
. 28.1 28.3 17.5 6.2S D
表現 26.9 31.3 54.6 80.4Mean
. 11.9 20.7 30.4 25.3S D
読式 17.3 37.5 57.9 80.0Mean
. 22.7 30.1 30.4 21.5S D
表10各段階の基礎力の正解率と標準偏差３年
段階 ０ Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ｎ ２５ １７ ３７ １７
計算 55.2 67.1 88.9 92.9Mean
. 33.5 30.1 11.6 8.9S D
表現 22.0 35.3 70.3 79.4Mean
. 26.8 32.2 27.2 24.6S D
読式 18.0 32.4 67.6 82.4Mean
. 26.9 30.6 39.6 26.8S D
２年生の計算力の得点について分散分析を
F p行った結果 有意であった ＝12.41,、 （ (3,81)
<.01 。 法を用いた多重比較によると、） LSD
段階０の平均よりも段階Ⅰの平均が、段階Ⅰ
の平均よりも段階Ⅱの平均がそれぞれ有意に













































段階０ ２ ４ ３ ４
段階Ⅰ ０ ６ ８ ６
段階Ⅱ １４ １４ ６ ４




段階０ １ ９ ９ ５
段階Ⅰ １ ６ ５ ６
段階Ⅱ ５ １９ ９ ４






































































































































だけでなく生徒の認めやすい 形式性 や 構「 」 「
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） 。３ 次の( にあてはまる数を求めなさい
(1) ｘ＝４のとき、３ｘ＋５＝（ ）
(2) ａ＝２，ｂ＝－３のとき、
－４ａ＋ｂ＝（ ）
[表現]
４ 次の問いに答えなさい。
(1) ある学級の男子は女子よりも３人多いで
す。女子の人数がｘ人のとき、男子の人数
を表す式を書きなさい。
(2) ある数ｘとそれよりも５大きい数との和
を表す式を書きなさい。
(3) Ａ君はＢ君よりも１５０円多く持ってい
ます。Ｃ君はＡ君の２倍のお金を持ってい
ます。Ｂ君がｙ円持っているとすると、Ｃ
君の持っているお金を表す式を書きなさい
(4) ある数ｘの３倍から７ひくと、もとの数
と等しくなった。これを式に表しなさい。
[読式]
５ 次の問いに答えなさい。
150 のリボンを姉と妹で分けます。姉はcm
妹よりも30 長くなるようにします。cm
姉と妹はそれぞれ何ｃｍずつになるでしょ
うか。
上の問題に対して、Ａさんは妹のリボン
の長さをｘ として、cm
ｘ＋(ｘ＋30)＝150 という方程式を立て
ました。これを解くと、ｘ＝60となりまし
た。
(1)ｘ＋30 は何を表しているのでしょうか。
(2)問題の答えを書き、その答えがあってい
ることを確かめなさい。
６ 次のことがらについて、問いに答えなさ
い。
連続する３つの整数をｎ、ｎ＋１、ｎ＋２
とすると、連続する３つの整数の和は、
ｎ＋(ｎ＋１)＋(ｎ＋２)＝３ｎ＋３
＝３(ｎ＋１)
となります。
(1) ｎ＋１ は何を表していますか。
(2) ３(ｎ＋１) は、どんなことを表してい
ますか。
